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                   ２０１６年８月３日 

旧理学部１号館の保存・活用について 
原爆遺跡保存運用懇談会 世話人 石丸紀興 

     （元広島大学教授、元広島国際大学教授） 
 

具体的な提案の前に基本的な条件について検討しておく必要があろう。もちろん具体的な提案

の説明の際に理由づけとして敷衍することも可能である。 
 

基本条件  
１．広島大学の起源としての象徴的な場所・建物であったことを重視すること、学都の象徴であ

ることに留意すべきこと 
２．被爆による甚大な被害、教員・職員・学生の被爆、とりわけ留学生の被害がここで発生した

ことを十分に配慮すべきであること 
３．広島大学が移転して以来 20 年以上を経過して、建物として極めて老朽化、コンクリートの劣

化、防水性の喪失、外壁の剥離拡大、結果として耐震性の著しい低下が進んできたことを認

めなければならないこと 
４．耐震性をいかに確保するかが極めて重要であることは論を待たないが、これをどのレベルで

クリアするかの基本方針が重要であること 
① 国の重要文化財として指定を目指し、基準法の規定を免れる道を追求する(指定までに時

間がかかるし、簡単にいくわけではない) 
② 歴史的建物の保存方策として法体系を変革し、画期的な方策を模索するくらいの道を追

求する（これも簡単ではない） 
③ 現法体系を前提として新たな画期的な耐震性技術を考案する（これも簡単ではない） 
④ すでに検討されている技術的対応の中から選択する(費用問題と関連する) 

５．単純に将来の建物機能をどうするかとして議論して決定しても、あとから耐震性や改修費用

の点で問題あるとして決定を却下される可能性がある。そのためには、並行して耐震性問題

のチェックや改修費用のチェック等を同時的に進めておく必要がある。すなわち、できれば

建築構造分野、改修設計分野の専門家を中心とした「改修技術検討小委員会」(仮称)のような

組織を設置して検討を進めていただきたい。 
６．機能的な検討を進めるには、標準階が中廊下形式、小部屋に区分されており、この条件が生

かされることが望ましい。また、Ｅの字型のままするか、真ん中の部分を解体してコの字型

とするか、という問題がある。さらにコの字型としても抜かれた中の部分を室内化して一体

的に利用する方法もあることを配慮しておくべきであろう。最近の海外事例においてこのよ

うな改修はよく見られる方法であり、決して無謀な方法ではない。 
なお、コの字型にした場合、抜かれた中の部分に強力な鉄骨による耐震壁を挿入し耐震化を

増大させることも可能であろう。 
７．いずれにしても、あまりに長期に放置されていたことから著しく風化が進み劣化弱体化して

いることをどう克服するかということになるが、同時に今まで解体されずに存続したことに

改めて最大限の幸運を噛みしめ、悔いのない取り組みが必要であることを確認すべきであろ

う。 
８．具体的な機能を含めた提案は次回までにさせていただく。 


